
迎統した時学習が成立したものとした.4課題の訓練の

恨仔は快超-S,-0,-5,-10であった｡学習後,約
15日間の休止期をおいて,術前学習鰭保持テストを7日

rTlqにわたって施行した｡さらに別除術施行後,術前と同

校に術扱学田縫保持テストを28日間施行した｡保持テス

トでは放血-10,-5,-0,-Sをこの順序で各々20試

行宛,帥80訳行を1日に施行した｡

措 央

(I)初期学習:各店の初期学習における4匹の平均錯

駅回数は.放題-Sでは77.7臥 課題-0では64.5臥

秋田-5では405.2回,深田-10では358.8回であった.

すなわち.槻木刺故と釈放刺激の畠示条件が同時の時と
迎延が0秒の時は,殆ど同程度の錯誤数で学習し得た

が,避妊が5秒と10秒では約5-6倍もの錯誤をおかし

た｡この似向はすべての被映動物についていえた.

(2)的附の学習柁保持テストの結束 :課題-S,-0,
-5については,いずれの猿も学習鰭を保持していた｡

しかし.駁皿-10では猿によって若干の低下を示した｡

(3)術攻の学習随保持テストの結果 :術前の保持能と

の比蚊と.叫･Ilu咽 の梯向の有無を枚討するため,7日間

ずつの紙JLtな1ブpヅクとして,4ブpックに分けて分

析した｡AlT郡は.いずれの猿も探題の砥炉の別に関係

なく.酎jY･な抑留な示し,その正反応率は500/Oの基準位

であった｡また,いずれの課題についても560訓練試行

によって叫'-tf田の幌向さえ示さなかった｡一方,PIT群

では1匹の狐は削除効果を全く示さなかったが,他の猿

は畔政の･Ii:lP)昨日な示した｡この毅では,節1ブロック
での正反応料 土約500/Q基準位であったが,約4プp.yク

での正反応五糾ま増加し,再学習の傾向を示したO

考校と結持

以上の結JRから,遅延色彩標本附合学習には側頭葉現

先城の机半瓢が皿変な役割を果していると結諭しうる｡

これは祝党城の前半部と絞半部で機能的役割に相違があ

るという以前の結納な荻付けるものである0本実験では

PIT粒は殆ど学習陣留を示さなかった.これは知覚また

は刺故の特徴抽出上で比較的容易な色彩という刺激材料

な用いたことによるものと推定される｡

避妊拭本lⅦ令怨敵ま短期記憶機机のテスト課題の一つ

といわれている｡これは本突放での各課題に対する初期

学習の択行数よりも知りうる.AIT掛主課題-10,-5,

-0についてのみならず,遅延条件のない課題-Sでも
同程度の降出を示し,再学習の傾向さえ示さなかった｡

木91放･C位用した課題は二者択一方式による遅延色彩標
本附令テストであり,遅延以外の要因については比較的

叫純な学田条件であるといいうるo従って,本実験結果

のみからでは,側貌菜視覚域の前半部が短期記憶機脚こ

m変な役割な果しているかの問題について単純に結諭し

えない｡AlT猿の遅延標本照合学習障害は短期記憶障書

によるものか,または学習の背景枚桝のうちの記位以外

の他の過程の障害に基づくみせかけの記位時事か,につ

いては今後の検討を要する.

ニホンザルの遅延マッチング反応に及ぼ

す妨害刺激の影響- 誘発電位を指標と

した検討1)

岩原信九郎 (充教大 ･教育)

長谷川康夫 (東散大･教育)

日 的

(1)遅延マッチソグ反応 (DMTS)を形成せしめる手統

きについての映討な行なう｡(2)DMTS完成紋,遅延期

間中に当該刺激とは無関係な刺激を皇示し.それが標準

刺激の記憶痕跡にいかなる形笹を及ぼすかについて行払

学臥 唱気生理学的に検討する｡

被敬体

ニホソザル成体4頭,被畝体は実験期間中モソキーチ

ェア一に固定される｡

装 置

サル用突晩節 (90×150×180cm)に放映体を入れるo

箱内の被晩体の正面前方約20cm離れた位位に,紅径4

cm の乳白色の/!ネル3個, レ/,'-1個,受皿1桐を泌

匠したアルミ板 (50×50cm)を位く｡刺故はパネル7m

面の豆ラソプを点灯することによりパネル両に畠示され

る.中央のパネルに標準刺激,左右のパネルにテスト刺

故を呈示する｡反応はパネルを押すことにより洪両のマ

イク｡スイッチを通じてカウソトされる｡正反応の場合

には受皿に大豆1粒が放出される｡一巡の操作はすべて

ロジックモジ>-ルにより自動的に行なわれた.

手続き

細予備訓練･.① habituation;実晩節および white
noiseに慣らす (3日).◎ sidekey-の反応形成',左

右それぞれについて,CRF25を4回,計2∝I教化 (2

日)0◎ centerkeyへの反応形成 ;CRF200(2日)O

①centerkey-sidekey;centerkeyをonにし,それに

反応すると左右いずれかのsidekeyをonにする｡onの

方に反応すれば硫化,200Trials/Day(5日)o⑤ lever
への反応形成 ;CRF200 (1日)0㊨ lever-centerkey

-sidekeyという一連の反応の形成;200 TrialS/Day

(1日)0① lever-centerkey-sidekeyにおいて,

centerkeyに対してFR2(3日),FR4(3日),FR6

1)非探允子 (京大･霊長研)との共同研究0本研究の

詳鰍t,第33回日本動物心理学会 (1973年)におい
て上記3名の逆名で発表O
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(3日).FRIO(4日)のスケジュールを入れる｡◎

lever-･centerkey(FR10).-･sidekeyにおいて.lever

に対してholdingを入れる｡holding300mscc(5日).
holding1see(5日),1101ding3sec(12日)｡ここまで

の投附で.lever(holding3see)-centerkey(FR 10)

-sidekeyという一巡の反応が形成される.刺故はすべ

て白色光のラソブを用い,本訓練に用いる刺故は使用し

ない｡

03) 木訓練 :DMTSの同時条件から訓練を始める｡

刺激は赤と録の2色｡初めは修正法を用いる.①正反応

が生起するまで標準刺激 とテスト刺激は消えない｡◎

sidekeyへの反応が誤反応であった場合,刺微の配位を

変えないで収初からその試行をやり厄す｡韮呼に迅した

按,非修正法で同時条件から1旧に,0秒.2秒,5秒の

避妊条件に訓練する｡各条件について,900/OのIT=反応率

が2セッツ耳ソ,戒は850/Oの正反応串が4セ ッツ,lソ迎

椛することを韮坤とする｡1日1セッツまソ80訳行｡

(C) テスト:訓練終了後,遅延時間の関数としての朽

生見をみるためにテストを行なった.テストは遅延時間

0秒,2秒,5秒,10秒,15秒,20秒の各条件について

ラソダムに20回 (従って1日120試行),3日間O

結 果

各被験脚こついて基料こ迅するまでに要した訳行数を

Tablelに示す.S12は遅延5秒の条件下では,4,tX氾

TAbIe1 TrialstocriterioninDMTSleaming

Monkey Simul. DelayO Delay2 Delay5

S12 160 480

T97 320 1,280

T7 240 4∝)

T64 240 240
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試行の訓棟の後にも基準に達しなかった｡第1表によれ

は,遅延時間が長くなれば訓練に要する期間も長くなる

ことが知られる｡この理由として,遅延時間が延長した

均分,正符串800/Oを越えてから基準に達するまでに著し

く多くの訓練を必要とすることが,訓練過程の分析から

指摘される｡

また.centerkeyに対する総反応数,sidekeyに対す

る反応捌 rr･呼の刑庇と正反応率の関には那梓的な閃迎が
みとめられなかった｡

Fig.1にテストの結架を示す.訓練を行なった遅延5

秒まではfE石碑'1850/o以上であるが,訓練な行なっていな

い遅延10秒以上では正芥串は低い｡また,遅延時間の関

数としての再生皿は遅延時間の延長とともに恐くなるこ

とが知られる｡
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Fig.1 Percentageofcorrectresponsesasa

functionoftlledurationofthedelLly
intervalaveragedoverthefourSs.

なお,目的の後半の部分は日数の関係で実行すること

ができなかった｡

分割脳7カケザルによる反復弁別逆転学

習の両眼間転移の研究l)

原 一紙･上野 田子

(国際追想散大 ･救苑)

目 的

今までになされた分?.'Il航動物による祝党升別J-7'･田の阿

限rul転移の研究から,偶脳交迎緑紛 こ伏7j:する皮Ti系の

情報伝達機榊と皮Ti下に形TR貯放される一般的flw=習促巡

械桐の二つが示唆された｡そこで木研究においては,班

題として校合した学田形他の一つである皮紋弁別逆転学

習を選び,その反位逆転の過程に起る両眼rul転移の肺和

を分析しながら,弁別学習の神経規約を明らかにせんと

試みた｡

方 法

被欧体 :若一年アカゲザル5匹.内3匹は突放群として

脳染 ･前交迎 ･視交叉が切離され,残り2匹は統制群と

して視交叉のみが切離された｡

装匿 :自動式升別学習装匠の前面には 50×50mmの

刺激一反応パネルが垂直に配降され,その中央に給飢皿

が額り付けられた｡視覚刺故は明暗1対と;恐の地に白の

図の幾何図形3対が用いられた｡

突放方法 :R.E.Myersの))一法によって分割脳手術を

施行し.被欧体が充分回役するのを待って明約刺微を用

いた適応訓練を行なった｡まず丙限,次いで左右各llLL駅

による弁別学習訓練を50訳行中45正訳行の誠料 こ迅する

まで行なった.木rj:駅の固形弁別学習のmEiFTはLrd!1坊…の
皿りである.これらがIL4咽では布目50訳行な訂iTl法で行

ない,10硫化釈行 (1プT'ック)中のHt,nt反応が1以下の

I)垂伏杓子 (荊大 ･盟F<研).田中正文 (四郎?.師!放
大 ･教範)との共同研究｡
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